
2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕(連結)
2025年11月11日

上 場 会 社 名 帝国通信工業株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 6763 URL https://www.noble-j.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 羽生 満寿夫

問合せ先責任者 (役職名) 取締役常務執行役員 (氏名) 丸山 睦雄 (TEL)044-422-3831

半期報告書提出予定日 2025年11月12日 配当支払開始予定日 2025年12月２日

決算補足説明資料作成の有無 ：有

決算説明会開催の有無 ：有 （機関投資家・アナリスト向け）

(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 8,494 6.6 656 △25.1 749 △16.7 446 △36.2

2025年３月期中間期 7,968 1.8 876 31.9 899 △23.9 699 △23.1

(注) 包括利益 2026年３月期中間期 370百万円(△59.0％) 2025年３月期中間期 904百万円(△50.8％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 47.41 ―

2025年３月期中間期 73.42 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 33,178 28,079 82.9

2025年３月期 33,460 28,409 83.0

(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 27,494百万円 2025年３月期 27,788百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 50.00 ― 50.00 100.00

2026年３月期 ― 50.00

2026年３月期(予想) ― 50.00 100.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2025年３月期第２四半期末配当金の内訳 普通配当 35円00銭 記念配当 15円00銭

2025年３月期期末配当金の内訳 普通配当 35円00銭 記念配当 15円00銭

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,800 0.1 1,300 △21.8 1,400 △34.2 1,200 △40.3 128.01

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期中間期 9,856,107株 2025年３月期 9,856,107株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 481,756株 2025年３月期 435,926株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 9,412,133株 2025年３月期中間期 9,526,651株

（注）当社は「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」を導入しており、株主資本において自己株式とし

て計上されている「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」に残存する自社の株式は、１株当たり

中間純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の

ご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算説明会について）

当社は2025年12月10日(水)に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間の世界経済は、インフレ圧力の緩和傾向が見られる一方、ウクライナ情勢や中東地域の緊張

など地政学的リスクの継続、物流コストの高止まり及び米国による中国などに対する関税措置の拡大等の影響によ

り、依然として不透明な状況が続いております。米国経済は、個人消費が堅調に推移したことにより底堅い需要が

見られる一方、利下げ開始に極めて慎重な姿勢が維持されたことから金利の高止まりが継続しております。中国経

済は、長引く不動産不況や厳しい雇用環境に加え個人消費の回復が鈍化していることから、景気の減速傾向が続い

ております。我が国の経済は、円安の進行により輸出企業の収益が下支えされる一方、継続的な物価上昇による個

人消費の抑制が見られ、先行きの見通しは依然として不透明な状況にあります。

当社グループの属するエレクトロニクス業界は、自動車市場では電気自動車及び先進運転支援システム（ＡＤＡ

Ｓ）の普及が進展しており関連部品の需要は堅調に推移しております。生活家電市場では、先進国市場においては

買い替え需要の一巡により伸び悩みが見られる一方、新興国市場においては底堅い需要が継続しております。産業

機器市場ではＦＡ機器関連や半導体製造装置関連において在庫調整が進展し、設備投資の回復に伴い需要が持ち直

しの傾向にあります。

このような状況の中で当社グループは、2021年５月に策定した中期５ヵ年計画の最終年度にあたる2025年度は、

その目標達成に向けて、センサ・医療・非接触を合言葉に、次期中期経営計画の柱と考えている医療・ヘルスケア

分野への生体電極・電気化学センサ、及び自動車電装分野へのセンサ開発を進めており、顧客ニーズを捉えた新製

品の展開を行っております。

販売面においては、電子部品セグメントはＡＶ機器市場向けや生活家電市場向けなどが好調に推移しました。自

動車電装市場向けは堅調に推移しております。一方、アミューズメント市場向けは顧客の需要減により低調でし

た。その他のセグメントにおいては、環境対応緩衝材は果実や根野菜向け緩衝材の拡販を進めた結果、順調に推移

しております。また、産業機器市場向けが主な市場である機械設備等の販売は市場の回復基調により好調でした。

利益面においては、生産効率向上にも努めてまいりましたが、材料費・人件費の高騰に加え、前年同期比で円高

となったことなどによる影響を受けました。

この結果、当中間連結会計期間の連結売上高は84億94百万円（前年同期比6.6％増）となりました。営業利益は６

億56百万円（前年同期比25.1％減）、経常利益は７億49百万円（前年同期比16.7％減）、親会社株主に帰属する中

間純利益は４億46百万円（前年同期比36.2％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①電子部品

電子部品事業においては、自動車電装市場向けは堅調に推移しております。生活家電市場向け及び産業機器市場

向けは総じて好調に推移し、ＡＶ機器市場向け及び医療・ヘルスケア市場向けは顧客の需要増により好調に推移し

ております。一方、アミューズメント市場向けは顧客の需要減により低調でした。

この結果、電子部品の売上高は82億23百万円（前年同期比6.3％増）となり、営業利益は６億４百万円（前年同期

比27.6％減）となりました。

当事業の地域別の業績は次のとおりであります。

ａ．日本

自動車電装市場向けや生活家電市場の給湯器向けなどは堅調に推移しており、医療・ヘルスケア市場向けにつ

いては好調に推移しております。一方、アミューズメント市場向けは低調でした。

この結果、売上高は37億54百万円（前年同期比9.8％増）、営業利益は48百万円（前年同期比87.2％減）となり

ました。

ｂ．アジア

中国においては、長引く不動産不況や個人消費の回復の鈍化が続いており、生活家電市場向けが低調でした。

他のアジア地域においては、ＡＶ機器市場のデジタルスチルカメラ向けの製品が好調でした。

この結果、売上高は43億38百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益は５億22百万円（前年同期比4.7％増）と

なりました。
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ｃ．北米

景気の動向は不透明な状況が続いておりますが、産業機器市場向けやＡＶ機器市場向けが好調でした。

この結果、売上高は１億29百万円（前年同期比17.7％増）、営業利益は８百万円（前年同期比121.8％増）とな

りました。

②その他

その他の事業においては、環境対応緩衝材は、果実や根野菜向け緩衝材の拡販を進めた結果、順調に推移してお

ります。また、産業機器市場向けが主な市場である機械設備等の販売は市場の回復基調により好調でした。

この結果、その他の事業の売上高は２億70百万円（前年同期比16.2％増）、営業利益は60百万円（前年同期比

60.9％増）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比べ２億81百万円減少し331億78百万円

となりました。その内訳は、流動資産が５億51百万円減少し206億98百万円、固定資産が２億69百万円増加し124億

80百万円となりました。

負債は前連結会計年度末に比べ47百万円増加し50億99百万円となりました。その内訳は、流動負債が１億15百万

円減少し26億87百万円、固定負債が１億63百万円増加し24億11百万円となりました。

これらの結果、純資産は前連結会計年度末に比べ３億29百万円減少し280億79百万円となり、自己資本比率は前連

結会計年度末の83.0％から82.9％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ10億50

百万円減少（前年同期は１億27百万円の減少）し、100億13百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動の結果獲得した資金は、１億85百万円（前年同期は１億26百万円の獲得）

となりました。収入の主な内訳は、税金等調整前中間純利益６億80百万円（前年同期は９億62百万円）、減価償却

費３億79百万円（前年同期は３億92百万円）であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加額４億79百万円（前年同

期は５億87百万円の増加）、棚卸資産の増加額２億72百万円（前年同期は２億91百万円の増加）であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、１億92百万円（前年同期は１億23百万円の使用）

となりました。収入の主な内訳は、投資有価証券の売却による収入１億63百万円（前年同期は88百万円）であり、

支出の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出３億58百万円（前年同期は４億40百万円）であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、７億25百万円（前年同期は４億57百万円の使用）

となりました。支出の主な内訳は、配当金の支払額４億75百万円（前年同期は３億34百万円）、自己株式の取得に

よる支出１億34百万円（前年同期は２億60百万円）であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の連結業績予想につきましては、2025年５月13日に公表しました業績予想の想定を下回る見込みと

なりましたので、通期連結業績予想を修正いたしました。当該予想数値に関する事項につきましては、本日公表の

「2026年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。なお、業績予想の前提となる為替レートは、１US$＝145円にて試算を行っております。

＜業績等の予想に関する注意事項＞

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,138,828 12,006,067

受取手形及び売掛金 3,500,694 3,843,812

電子記録債権 643,692 737,690

商品及び製品 1,651,223 1,708,433

仕掛品 787,479 853,322

原材料及び貯蔵品 944,697 1,006,894

その他 589,219 548,184

貸倒引当金 △6,216 △6,182

流動資産合計 21,249,618 20,698,223

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,794,276 1,730,111

機械装置及び運搬具（純額） 1,526,834 1,506,475

その他（純額） 1,254,218 1,211,320

有形固定資産合計 4,575,330 4,447,907

無形固定資産 54,950 56,257

投資その他の資産

投資有価証券 2,707,875 3,206,711

退職給付に係る資産 4,266,449 4,223,329

その他 608,703 548,672

貸倒引当金 △2,376 △2,376

投資その他の資産合計 7,580,652 7,976,337

固定資産合計 12,210,933 12,480,502

資産合計 33,460,552 33,178,726
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 711,530 801,304

電子記録債務 186,719 208,373

短期借入金 46,886 44,495

未払法人税等 211,256 179,081

賞与引当金 399,110 479,049

役員賞与引当金 29,800 ―

損害補償損失引当金 ― 75,000

その他 1,217,941 900,057

流動負債合計 2,803,244 2,687,362

固定負債

株式給付引当金 29,737 36,987

役員株式給付引当金 129,675 151,240

退職給付に係る負債 217,820 239,165

その他 1,870,600 1,984,249

固定負債合計 2,247,834 2,411,643

負債合計 5,051,078 5,099,006

純資産の部

株主資本

資本金 3,453,078 3,453,078

資本剰余金 5,497,822 5,497,822

利益剰余金 15,437,695 15,404,875

自己株式 △961,187 △1,078,377

株主資本合計 23,427,409 23,277,399

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,407,466 1,777,553

為替換算調整勘定 2,071,609 1,631,888

退職給付に係る調整累計額 882,122 807,375

その他の包括利益累計額合計 4,361,199 4,216,817

非支配株主持分 620,865 585,503

純資産合計 28,409,473 28,079,720

負債純資産合計 33,460,552 33,178,726
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 7,968,062 8,494,325

売上原価 5,303,182 5,912,226

売上総利益 2,664,879 2,582,099

販売費及び一般管理費 1,788,460 1,925,992

営業利益 876,418 656,106

営業外収益

受取利息 73,989 63,300

受取配当金 76,272 77,286

受取賃貸料 26,717 26,496

その他 21,511 29,011

営業外収益合計 198,491 196,094

営業外費用

支払利息 956 6,403

固定資産賃貸費用 22,082 11,394

為替差損 145,062 78,397

その他 7,149 6,989

営業外費用合計 175,251 103,184

経常利益 899,658 749,017

特別利益

投資有価証券売却益 62,479 105,040

特別利益合計 62,479 105,040

特別損失

解体撤去費用 ― 173,819

特別損失合計 ― 173,819

税金等調整前中間純利益 962,138 680,237

法人税等 221,620 173,496

過年度法人税等 ― 51,234

法人税等合計 221,620 224,731

中間純利益 740,518 455,506

非支配株主に帰属する中間純利益 41,082 9,285

親会社株主に帰属する中間純利益 699,435 446,221



帝国通信工業株式会社(6763) 2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

7

中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 740,518 455,506

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △236,100 383,149

為替換算調整勘定 487,501 △393,476

退職給付に係る調整額 △87,129 △74,633

その他の包括利益合計 164,271 △84,960

中間包括利益 904,789 370,546

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 885,042 301,839

非支配株主に係る中間包括利益 19,746 68,706
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 962,138 680,237

減価償却費 392,552 379,273

解体撤去費用 ― 93,319

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △137,382 △67,825

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,612 27,535

賞与引当金の増減額（△は減少） 25,890 81,858

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,500 △29,800

株式給付引当金の増減額（△は減少） 23,132 7,415

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 15,595 22,589

損害補償損失引当金の増減額（△は減少） ― 75,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △414

固定資産売却損益（△は益） △289 ―

投資有価証券売却損益（△は益） △62,479 △105,040

受取利息及び受取配当金 △150,261 △140,587

支払利息 956 6,403

売上債権の増減額（△は増加） △587,362 △479,495

棚卸資産の増減額（△は増加） △291,654 △272,910

仕入債務の増減額（△は減少） 19,710 124,096

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,728 115,722

その他 △170,832 △281,679

小計 48,546 235,697

利息及び配当金の受取額 144,586 144,687

利息の支払額 △956 △6,403

法人税等の還付額 70,862 46,678

法人税等の支払額 △136,804 △234,971

営業活動によるキャッシュ・フロー 126,234 185,688

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 239,261 △22,839

有形固定資産の取得による支出 △440,174 △358,013

有形固定資産の売却による収入 634 ―

無形固定資産の取得による支出 ― △9,483

投資有価証券の取得による支出 △866 △950

投資有価証券の売却による収入 88,950 163,372

貸付金の回収による収入 446 180

保険積立金の解約による収入 ― 45,889

その他 △11,424 △11,129

投資活動によるキャッシュ・フロー △123,173 △192,975
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(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △1,517 △2,390

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △31,761 △32,794

自己株式の取得による支出 △260,386 △134,806

自己株式の処分による収入 249,083 ―

配当金の支払額 △334,919 △475,484

非支配株主への配当金の支払額 △78,120 △79,776

財務活動によるキャッシュ・フロー △457,622 △725,252

現金及び現金同等物に係る換算差額 326,947 △318,121

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △127,613 △1,050,660

現金及び現金同等物の期首残高 9,942,709 11,064,535

現金及び現金同等物の中間期末残高 9,815,095 10,013,874
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額

(注)３
電子部品
(注)１

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 7,734,761 233,300 7,968,062 ― 7,968,062

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,077 67,193 68,271 △68,271 ―

計 7,735,838 300,494 8,036,333 △68,271 7,968,062

セグメント利益 835,845 37,504 873,350 3,068 876,418

(注) １．電子部品の地域別の内訳は下記のとおりであります。

(単位：千円)

日本 アジア 北米 計 調整額 電子部品合計

売上高

外部顧客への売上高 3,418,168 4,206,356 110,235 7,734,761 ― 7,734,761

地域間の内部売上高
又は振替高

3,732,198 2,206,351 ― 5,938,550 △5,937,472 1,077

計 7,150,367 6,412,708 110,235 13,673,311 △5,937,472 7,735,838

地域別利益 374,221 499,044 4,024 877,290 △41,444 835,845

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)２

中間連結損益
計算書計上額

(注)３
電子部品
(注)１

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 8,223,341 270,983 8,494,325 ― 8,494,325

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,793 95,525 97,319 △97,319 ―

計 8,225,135 366,509 8,591,645 △97,319 8,494,325

セグメント利益 604,907 60,334 665,242 △9,135 656,106

(注) １．電子部品の地域別の内訳は下記のとおりであります。

(単位：千円)

日本 アジア 北米 計 調整額 電子部品合計

売上高

外部顧客への売上高 3,754,598 4,338,968 129,775 8,223,341 ― 8,223,341

地域間の内部売上高
又は振替高

3,532,365 2,774,813 ― 6,307,179 △6,305,386 1,793

計 7,286,964 7,113,782 129,775 14,530,521 △6,305,386 8,225,135

地域別利益 48,063 522,569 8,926 579,559 25,347 604,907

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．補足情報

製品別販売実績

前中間連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日) 前年同期比(％)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

電子部品

前面操作ブロック 2,219,804 27.9 2,306,270 27.2 103.9

可変抵抗器 1,022,933 12.8 1,062,168 12.5 103.8

固定抵抗器 929,591 11.7 1,021,961 12.0 109.9

センサ 2,261,100 28.4 2,351,859 27.7 104.0

機構部品 860,763 10.8 997,246 11.7 115.9

その他の電子部品 440,567 5.5 483,837 5.7 109.8

小計 7,734,761 97.1 8,223,341 96.8 106.3

その他 233,300 2.9 270,983 3.2 116.2

合計 7,968,062 100.0 8,494,325 100.0 106.6


